
東
管
協
組
滝
野
川
第
三
小
学
校
へ

ミ
ナ
ミ
サ
ワ
の
再
生
品
を
活
用

ト
イ
レ
の
適
正
な
利
用
を

国

土

交
通
省

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
宮
崎
文
雄
理
事
長
）
は
十
一
月
三
十
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
東
京
都
北
区
立
滝
野
川
第
三
小
学
校
（
小
山
勉
校
長
）
に
自
動
水
栓
を
寄
贈
し
た
。
賛
助
会

員
で
あ
る
㈱
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
（
南
澤
宏
一
社
長
）
の
循
環
型
も
の
づ
く
り
に
よ
る
再
生
品
を
活
用
し
、
東
管
協
組
北

支
部
の
㈱
石
井
設
備
工
業
（
石
井
正
治
社
長
）
が
主
要
な
ト
イ
レ
に
短
時
間
で
設
置
。
子
供
た
ち
は
非
接
触
で
節

水
・
省
エ
ネ
に
も
役
立
つ
自
動
水
栓
に
歓
声
を
上
げ
、
感
謝
の
言
葉
と
共
に
手
洗
い
に
励
ん
だ
。

児
童
数
三
百
四
十
名
の
滝

野
川
第
三
小
学
校
で
は
昨
年

来
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て

児
童
や
教
職
員
の
感
染
防
止

に
努
め
て
い

る
。
水
道
関

係
で
は
限
ら

れ
た
校
内
予

算
の
中
、
蛇

口
に
ひ
じ
で

操
作
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
安
価
な
取
っ
手
を
つ
け

て
接
触
を
回
避
す
る
な
ど
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
懸
命
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

自
動
水
栓
の
寄
贈

に
あ
た
っ
て
は
東
管

協
組
か
ら
宮
崎
理
事

長
、
宮
城
美
貴
男
専
務
理

事
、石
井
理
事
・
石
井
設
備
工

業
社
長
、
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
か
ら

南
澤
俊
文
専
務
ら
が
同
校
を

訪
問
し
、
小
山
校
長
を
は
じ

め
教
職
員
ら
が
校
長
室
で
歓

待
。寄
贈
後
、た
だ
ち
に
石
井

設
備
工
業
の
社
員
が
取
り
付

け
に
着
手
し
、
後
付
け
式
の

た
め
速
や
か
に
完
了
し
た
。

子
供
た
ち
は
さ
っ
そ
く
自

動
水
栓
を
試
し
、
歓
声
を
上

げ
て
宮
崎
理
事
長
ら
に
感
謝

し
た
。
ま
た
教
職
員
も
非
接

触
・
節
水
・
省
エ
ネ
効
果
に

喜
び
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

小
山
校
長
は
寄
贈
後
「
東

京
都
管
工
事
工
業
協
同
組

合
、
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
の
皆
さ
ま

に
高
価
な
自
動
水
栓
を
多
数

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
く
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。
設
置
し

て
い
た
だ
い
た
翌
朝
、
ど
の

学
年
の
児
童
か
ら
も
歓
声
が

上
が
り
、
低
学
年
の
児
童
は

小
躍
り
し
て
喜
ん
で
い
た
。

自
動
水
栓
に
よ
り
蛇
口
へ
の

接
触
が
な
く
な
り
、
児
童
は

安
全
で
衛
生
的
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一

定
の
時
間
で
水
が
止
ま
る
こ

と
か
ら
水
道
料
金
の
節
約
に

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
児
童
へ

の
節
水
指
導
に
も
役
立
つ
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、
児
童
が
安

全
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
十
分
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
述
べ
、
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
宮
崎
理
事
長
は
「
蛇

口
に
触
れ
ず
、
手
を
出
す
だ

け
で
水
が
流
れ
、
引
っ
こ
め

る
と
止
ま
る
と
い
う
衛
生
的

で
節
水
効
果
も
あ
る
製
品
に

校
長
先
生
を
は
じ
め
生
徒
の

皆
さ
ん
が
驚
く
と
同
時
に
、

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
素

材
を
無
駄
に
せ
ず
生
か
し
て

役
立
て
る
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
方
に
よ
り
製
品
を
ご

提
供
い
た
だ
い
た
賛
助
会
員

の
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
さ
ま
、
そ
し

て
子
供
の
笑
顔
は
平
和
の
象

徴
と
話
さ
れ
、
施
工
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
石
井
設
備

工
業
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。
こ
う
し
た
機
会

を
通
じ
、
水
を
守
る
私
共
の

仕
事
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

製
造
元
の
南
澤
専
務
は

「
当
社
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
再
生
品
を

無
事
お
届
け
で
き
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
子

供
た
ち
は
普
段
の
生
活
で
自

動
水
栓
に
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
と
思
っ
た
が
、
ハ
ン
ド
ル

式
の
蛇
口
が
短
時
間
で
非
接

触
型
に
な
っ
た
と
き
の
驚
き

の
姿
は
と
て
も
印
象
的
だ
っ

た
。
生
徒
の
た
め
に
感
染
対

策
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る

先
生
方
の
安
心
に
も
つ
な
が

り
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
好
循
環
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
水
と
人
の
共
生

を
通
じ
て
循
環
型
も
の
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

東
管
協
組
と
ミ
ナ
ミ
サ
ワ

に
は
北
区
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
る
。
東
管
協
組
は

引
き
続
き
小
山
校
長
が
園
長

を
務
め
る
隣
接
の
幼
稚
園
に

も
自
動
水
栓
を
寄
贈
す
る
考

え
だ
。

国
土
交
通
省
は
高
齢
者
・

障
害
者
な
ど
が
使
用
す
る
施

設
の
適
正
な
利
用
に
向
け
て

全
国
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
、
車
椅
子
使
用
者
用

駐
車
施
設
、
旅
客
施
設
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
両
の
優
先

席
な
ど
を
対
象
に
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
推
進
す
る
。

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で

は
「
高
齢
者
障
害
者
等
用
施

設
の
適
正
な
利
用
の
推
進
」

が
国
民
の
責
務
と
し
て
規
定

さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の

特
性
や
考
え
方
を
持
つ
人
々

が
相
互
に
理
解
を
深
め
よ
う

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
支
え
合
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
と
く
に
障
害
者
の

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
の

は
社
会
の
責
務
で
あ
る
と
い

う
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」

を
理
解
す
る
こ
と
、
障
害
者

と
そ
の
家
族
を
差
別
し
な
い

よ
う
徹
底
す
る
こ

と
、
自
分
と
は
異

な
る
条
件
を
持
つ

多
様
な
他
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
力
を
養

い
、
困
難
や
痛
み
を
想
像
し

共
感
す
る
力
を
培
う
こ
と
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
来

年
一
月
七
日
ま
で
で
公
共
交

通
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
百
貨
店
、
ビ
ル
、
道
の

駅
、
高
速
道
路
会
社
、
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー

＝

写
真
左
上＝

を
掲
示
す
る

と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
。
ま
た
同
省
公
式
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
内
容
の
周
知
徹
底
を
図

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
に

高
齢
者
障
害
者
等
用
施
設
の

適
正
利
用
に
関
す
る
講
座
を

開
設
す
る
。

左から宮城氏、南澤氏、小山氏、宮崎氏、石井氏

子供たちが笑顔で手洗い

速やかに設置された自動水栓
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